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全体を眺めることで時代の流れが見えて来ます。人
間の価値観が何に影響を受けて変化し、時代が動い
ているかをぼんやりと掴めてきます。また、既に世
の中にあるもの、まだ世の中にないものも見えてき
ます。これらを踏まえて未来洞察を行います。
下記の図は私の研究室の都筑尭志さんが新しい楽器
の研究開発で制作したインフォグラフィックスにな
ります。インフォグラフィックとは、データや情報
などをわかりやすく視覚的に表現することです。
終わりに
世界中の「人」と「モノ」と「コト」が国境を越えて
地球の裏側まで瞬時に繋がる環境が整った現在で
は、個人が国や企業の枠組みを越えて自由に活動出
来る時代となりました。この個人で自由に繋がるこ
とで生まれる集合体は新興企業に代表されるよう
に、よりパワフルになっていくと考えられます。こ
の流れを受けて現存する日本の大企業は大きく変革
を迫れられています。このように個人の自由度が拡
大される時代に求められるのは個人の「自由と責任」
がセットで求められ、自走出来る人材育成がこれか
らは重要になると考えています。それには、新しい
社会のパラダイムを洞察し自らの意思を持って未来
を創る「Visionary thinking」が不可欠であると考え
ています。
（かわさき・けいご 製品デザイン）
（2020年11月５日 受理）
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Visionary thinking 河崎圭吾
